
－ 134 －

ニューロータリーポンプ吹付工法による
生産性向上について

34 i ‒ C o n s t r u c t i o n 等

1 ．はじめに

　本工事は林地荒廃防止として、下方に流れる山
中谷、村道、縄瀬集落の保全及び、山地に起因す
る災害から地域住民の生命・財産を守ることを目
的とした事業である。

工事概要
⑴　工 事 名：平成28年度林地荒廃防止事業 黒松
⑵　発 注 者：宮崎県児湯農林振興局
⑶　工事場所：宮崎県児湯郡西米良村村所
⑷　工　　期：平成28年10月21日～
　　　　　　　　平成29年 3 月25日
⑸　緒　　元：（図‒ 1）
　　グラウンドアンカー工　169m（10本）
　　集排水ボーリング工　　180m（ 9本）　
　　受圧板工　　　  　　　 10基
　　モルタル吹付工　　　　 1式

図‒ 1 　施工平面図

　工事内容は、地すべりを防止する工事である。
　下部斜面には抑制工として集排水ボーリングを
施工し地下水位の低下を促進する。
上部斜面には抑止工としてグラウンドアンカー及
び、その反力となるコンクリート受圧板を施工、
法面保護工としてモルタル吹付工、植生マット工
を施工する計画である。
　本工事において最も大きな検討を要したのは、
コンクリート受圧板背面のモルタル吹付のプラン
ト施工ヤードの確保及び資材調達方法であった。
また、かねてよりモルタル吹付工については、技
能労働者が年々高齢化、担い手不足が進んでお
り、施工の簡素化や省人化による生産性向上は急
務な課題であった。
　今回は現場作業環境への対応工夫と工法自体の
生産性向上を図るべく、その問題、課題点を提起
したいと考える。

2 ．現場における問題、課題点

　モルタル吹付施工における問題点
①林道沿いの法面現場であり、吹付プラントヤー
ドは林道上でなければ設置できない。
　林道の幅員は最大で 3 m程度しかなく、従来の
吹付プラントでは機械設備が大掛かりであり林道
を車両通行止めとする必要が生じる。
（図‒ 2 、図‒ 3）
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②現場に続く林道は狭小なうえ、所々、路肩が不
安定なため、敷き鉄板を敷いて、工事用車両を通
行させている状況であった。
　モルタル吹付は、現場練り施工であることから
吹付用砂を搬入する10t大型ダンプや、吹付プラ
ント設備を搬入するための大型ユニックでの運搬
が通常であるが、それらがほぼ通行できない状況
であり、小規模トラックでの積み替え輸送が必要
とされ、それらにかかる工程と人員、手間の増加
が懸念された。
③更に資材積み替えとなれば、その中継地点とな
るストックヤードの確保ならびに、その中継地点
と現場内での自然環境下における両方での品質確
保対策が必要となる。
　①～③の作業環境上の問題点に加え、モルタル
吹付作業には、吹付機操作に対する熟練技能者や
法面吹付作業に対する労働力不足、担い手不足が
顕著であり、年々生産性が低下する慢性的な問題

図‒ 2 　従来吹付プラント設置状況

図‒ 3 　従来吹付プラント設置計画

点があった。
　以上のことから、林道の通行止めを回避し、地
域住民の方々や工事車両が安全に通行できる作業
環境に加え、モルタル吹付工法の省人化、省力化
による生産性向上を課題として問題解決を図った。

3 ．工夫・改善点

　問題点①での林道沿いに従来の吹付プラントを
設置することは、一定期間の通行止めが必要とな
り地域住民の方々への負担影響が大きいこと。
　問題点②では積み替え輸送にかかる運搬車両、
人員手間の増大から安全に対するリスクの増加が
伴うこと。
　問題点③では吹付資材の品質確保が保たれない
ことがあげられた。
　以上の諸問題に加え、施工にかかる省人化、省
力化の課題解決のため社内にて検討を重ねた結
果、従来の現場練りプラント方式であるモルタル
吹付工法（図‒ 4）から、ニューロータリーポンプ
導入による現場練りを伴わない新たなモルタル吹
付工法（図‒ 5）への技術提案を発注者に行った。

図‒ 4 　従来：現場練り吹付工法

図‒ 5 　ニューロータリーポンプ吹付工法
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　導入するニューロータリーポンプはアジテー
ター（撹拌機）一体型のポンプユニットであり、
生コン工場にて製造した生モルタルをホッパー内
に直接投入しロータリーポンプにて吸い上げ施工
箇所まで伸びる配管へと送り出す。
　そして、コンプレッサーからの高圧エアをその
配管途中にて合流させることで、配管内の生モル
タルを高速エア圧送、先端ノズルから排出され吹
き付けを行う。（図‒ 6 、図‒ 7 、図‒ 8）

　本工法では生コン工場により練り混ぜた生モル
タルを使用することから、吹付プラントでの作業
は、生コン車の誘導とコンプレッサーから配管に
送られるエア量調節だけであり大幅な作業簡素化
が図られている。
　また、従来工法で必要であった吹付機操作の熟
練技能者や建設機械運転資格者（タイヤショベ
ル）配置も必要なくなり、吹付プラントでは普通
作業員 1名の配置で施工可能である。
　生モルタルの配合については、従来工法での示
方配合に則り、セメントと砂の配合比 1：4、Ｗ
／ C＝60％以下、設計基準強度18Ｎ／mm2となる
よう生コン工場と配合試験練りを行いながら施工
性も考慮し配合決定を行った。
　強度確認については、生モルタルを実際の現場
法面上にて吹き付け供試体を採取、 1週間後に所
定の寸法（φ50mm、L=100mm）にてコア抜き
を行い、圧縮強度試験を行った結果、設計基準強
度以上の18.3Ｎ／mm2と合格であった。（図‒ 9）

　従来工法である現場でモルタルを練りながらの
吹付作業に比べ、JIS生コン工場で事前に練り混
ぜられた生モルタルを使用することで1.3倍程度
の吹付量が図れる。
　その利点を生かすためにも、材料供給に対する
運搬打設計画（運搬車両確保、搬入時間間隔等）
について生コン工場と詳細に打合せを行うこと
で、安定的な材料の供給と少人数での生産性向上
が図れた。

図‒ 9 　供試体採取及び強度試験

図‒ 6 　ニューロータリーポンプ一式

図‒ 7 　ニューロータリーポンプ設置状況

図‒ 8 　モルタル吹付状況
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4 ．適用結果、効果

　ニューロータリーポンプ導入によりプラント設
備の大幅な省スペース化が図れ、住民方々にとっ
ても負担の大きい交通規制を行わず無事に施工完
了することができたことは、住民、発注者、企業
にとって大きな利益につながったと思う。
　また、従来と比較して、機械の省力化63％削
減、施工の省人化40％削減するなどの生産性向上
に加え、プラント周囲をタイヤショベルが往来し
ないなど、作業員に対する安全性について効果を
確認した。
　その他、従来と比較してセメントの粉塵飛散
や、吹付機からのエア排気騒音が発生しないなど
の環境面に対する向上や、工場出荷により現場で
の品質管理負担が50%以上軽減されるなどの良い
効果が得られた。　以下にまとめる。（表‒ 1）

表‒ 1 　導入効果比較表

5．おわりに

　従来の法面等へのモルタル吹付工法におけるモ
ルタルガン（吹付機）を中心とした現場練りプラ
ント設備は、ここ40年以上ほとんど変わっていな
い現状である。
　今回導入したニューロータリーポンプについて
は、ニューロータリーポンプ吹付工法として位置
づけ、省人化、省力化など生産性向上に特化した
技術革新を確立するため、現在まで現場条件の異
なる４件の現場において試験施工を行っており、
配合等を含め改善を行っている。
　また、熟練技能者が不要なこと、機械が省力化
されることで、自社の作業員による自社施工班も
編成する計画である。
　近年、東日本大震災を始め熊本地震、西日本豪
雨災害での復興復旧需要や、今後懸念されている
南海トラフや日向灘を震源とした地震、津波に対
する災害対策などの国土強靭化に対し建設関連の
需要は高まっている。
　しかし、我が国の総人口の減少、高齢化による
生産年齢人口の減少は加速的に進んでおり、建設
業界にとっても、その影響は顕著となっている。
　弊社においても、すでに若い人材の求職者は少
なく、高齢化も進んでいることから、それらに伴
う急激な技能労働者不足や担い手不足は、大きな
問題となっている。
　特に弊社の主力業務の一つである法面の吹付工
事では、技能労働者不足により廃業もしくは施工
班を縮小する協力会社も多く、今後、受注しても
人員確保待ちで工事が開始できなかったり、少な
い人数での施工で工程自体が長くなり生産性低下
となる恐れもある。
　そうした中で、施工の省人化、機械の省力化、
日当たり施工量の増加に対する工夫改善に積極的
に取り組むことにより大幅な工程短縮と生産性向
上に繋げ、よって一人当たりの給与が増加した
り、休日の確保など、魅力ある建設業界になるよ
う微力ながら尽力していきたい。




